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　突然、自宅に「屋根瓦がずれている、放置すると
大変なことになる」と業者が訪問して、必要な工事
なのか確認せずに契約をしてしまったという相談が
寄せられています。「近所の知り合いだ」と言って安
心させたうえで契約を結ばせて作業にとりかかり、
工事代金の支払いを急がせる事例も見受けられま
す。「瓦がずれて雨漏りがする」などの説明が事実で
ない場合もあります。その場では契約せず、相手の
言うことが事実か、必要な工事かどうかを家族や周
囲の人に相談しましょう。工事を依頼する際は複数
業者から見積もりを取ることも大切です。
　一度お金を支払うと、返金が難しくなる場合もあ
ります。訪問販売の場合、工事が終わっていてもクー
リング・オフできる場合がありますので、困った時
は速やかに消費生活センターに相談しましょう。

「屋根瓦がずれている」

家庭訪問業者には要注意 !!

問  消費生活センター（☎823-3928）

◎相談時間　月～金曜日　午前 9 時30分～正午
　　　　　　　　　　　　午後１時～４時30分

　中心市街地活性化に向けて市と常陽銀行の間で「中心
市街地活性化に関する包括連携協定」が結ばれました。
リバースモーゲージローン（住宅担保型老後資金ロー
ン）を活用した定住促進、空き家対策などを通じて連携
を深めていくことになり
ました。今後はさらに協
議を進め、他事業につい
ても連携ができないか検
討していきます。（９月24
日）

　平和な世界と人権尊重の意識高揚を目的に、市民会
館で「人権と平和のつどい」が開催されました。広島の
平和記念式典に参加した中学生による体験発表が行わ
れたほか、相田みつを氏の長男である相田一人さんの
講演会「つまづいたっていいじゃないか　にんげんだ
もの」も行われ、相田みつを氏の書や言葉などをまじえ
参加者に命の尊さを呼びかけました。（９月28日）幽玄な舞と次世代への継承

豊かな社会の実現を願って

中心市街地活性化に向けて

　土浦城址本丸内で「第17回土浦薪能」が行われまし
た。日中は「21世紀を担う土浦能楽大会」で子どもたち
による能が、夜はかがり火が照らしだす幻想的な舞台
で野村萬さんらによる狂言「鐘の音」、宝生閑さんらに
よる能「安達原」が披露され、訪れた人は伝統芸能の奥
深さを感じながら見事な舞を堪

た ん の う

能していました。（９月
20日）

まちのフォットNEWS

と　き／平成27年１月17日（土）
　　　　午後１時から、３時30分から
ところ／市民会館大ホール
出演者／ムテ吉、ミーニャ、メーコブ、
　　　　ひなたおさむ、瀧本　瞳
入場券／2500円（全席指定。１歳以上は有料）
入場券販売場所／市民会館ほか
入場券販売開始日／10月18日（土）
※月曜日休館（月が祝・休日の場合はその翌日）

市民会館（☎822-8891）問


